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中学入試の概要



昨年度からの変更点はございません

試験日及び募集人数

第１回 ２月１日（木・午前） １００名
第２回 ２月２日（金・午後） ５０名
第３回 ２月３日（土・午前） ４２名
第４回 ２月３日（土・午後） ３０名



４科入試（午前）と２科入試(午後)

４科入試(2/1午前・2/3午前)

４科(300点)＝国語(100)＋算数(100)＋理社(100)

２科入試(2/2午後・2/3午後)

２科(200点)＝国語(100)＋算数(100)



基本的読解力と語彙力

基本的な知識問題（２０点程度）

漢字の読み書き、対義語、類義語、部首、慣用句、
四字熟語 など
※ 漢字は小学校６年生までに学習するもの

説明的文章（４０点程度）

文学的文章（４０点程度）



総問題数２０題程度 配点４～６点

計算問題 ５題程度

基本的な図形問題

特殊算

速さ･割合･単位･場合の数･数の性質･整数等
小問 ５題程度

新傾向、論理的思考を問う問題

応用的な図形問題



社会とあわせて６０分１００点
理科は５０点

物理分野・化学分野・生物分野・地学分野
の４分野から大問１題ずつ 出題

１問１～２点 ２５題程度



大問数は３～４題
小問は２５題前後の５０点

歴史分野…２０点分
公民・地理分野…３０点分
ほぼ 公民：地理＝１：１の割合

単に用語を問うだけではなく、時事問題や内
容の正誤問題、地図やグラフの読み取り問題
も出題。

基本的な事柄で問題を構成 
＝ 基礎基本の重視



２科･４科同時判定



２科･４科同時判定とは

２/１（午前）・３（午前）の４科入試における
合否判定の際に･･･

➢ ４科点(300点)＝国語(100)＋算数(100)＋理社(100)

➢ ２科点(300点)＝{ 国語(100)＋算数(100) }×1.5

４科点と２科点で高い方の点数を本人の得点と
する



例えば…

国語(60点)・算数(70点)・理社（55点)の場合

４科点＝国語(60)＋算数(70)＋理社(55)＝185点

２科点＝{ 国語(60)＋算数(70) }×1.5 ＝195点

２科点を採用！



複数回受験出願の優遇措置



一人一人の歩留まり率を独自に算出し予測

（複数受験・併願校のパターン等で分類・計算）

合格ラインはどうやって決めるのか？

合格ラインを決定



順位 判定 ４科 国語 算数 社会 理科 型

96 189 189 63 60 28 38

96 189 140 46 80 8 6 ◎

100 188 188 62 50 40 36 ◎

100 188 185 55 70 22 38 ◎

100 188 169 55 70 24 20

103 187 187 58 55 40 34

103 187 187 69 40 38 40 ◎

105 186 186 51 60 36 39 ◎

105 186 186 41 65 42 38

105 186 184 64 60 24 36 ◎

105 186 184 64 60 32 28 ◎

109 185 185 58 45 42 40 ◎

109 185 185 48 75 36 26

優遇合格

優遇合格

優遇合格

優遇合格

正規
合格



追加合格について



第３回かつ第４回入試を受験された受験生対象

現中１生 実績３６人
⇒１回目２８人，２回目８人

（参考：現中２実績１１人 現中３実績２０人）

例年，最終手続き日の翌日に電話にて連絡

※追加合格をお受けいただいた場合，
その後の辞退は出来ません！



曽根原 龍 大

中学教務主任
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